






































































図 1  Kehle & Lester,Jr. (2003)をもと
にした数学的モデル化過程 
























Kehle & Lester,Jr. (2003)は C.S. Peirce の
記号論に関わる三つの推論である，アブダ
クション，演繹的推論，帰納的推論を挙げ，










































Kehle & Lester,Jr. (2003)の図 1 および図 2


































































































































































































































校 6 年生（学級全体 33 名のうち習熟度別：
標準コースを選択している 22 名）を調査参
加者として，2016 年 2 月下旬から 3 月上旬
にかけて全 8 時間の教授実験を実施した．
































(1) 教授実験 1 








S22:一年間は 5 時間と 49 分で…違う違う    
ええっと，一年と 5 時間と，違う，ええ  










































































































N375:8 足す 4 が 12，12 足す 4 が 16，だか 
ら，やっぱりこれ公倍数いけるね． 
























(2) 教授実験 2 
































































A 店：全品 10％オフ，さらに値引き後の    
10％ポイント還元 
B 店：2 品同時購入で合計金額の 20％オ 







先生は A 店のポイントカードで 500ポイ
ント分使おうと思っています．１ポイント









































N368:500 ポイント使うってことは，0.1 し 
たあと 500 引く. 
N373:やすっ．1000 円単位になっちゃった 
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